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医局事務

山口　和也

0263-35-5333

0263-35-0694

yamaguchikz@chushin-miniren.gr.jp

http://www.chushin-miniren.gr.jp/

随時

申込先／医局事務　山口和也
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見 学 日 程

2025年春医師国家試験受験予定者

３人

随時（応募者と個別に相談致します）

面接、小論文

常勤職員

家賃補助あり

24,000/回

学会、研究会への参加費・交通費などの支給あり
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応 募 資 格

採用予定人員

試 験 日 程

選 考 方 法

処 遇

宿 舎

当 直 手 当

そ の 他

松本協立病院内科専門研修プログラム基幹施設、松本諏訪上伊那医療圏総合診療専門研修プログラム基幹施設、長野中央病院内科専門研修
プログラム連携施設、長野中央病院総合診療専門研修プログラム連携施設、諏訪中央病院内科研修プログラム連携施設、松本市立病院総合
診療専門研修プログラム連携施設、佐久総合病院外科研修プログラム連携施設、信州大学医学部附属病院病理専門研修プログラム連携施設

◎すべての医師に求められる基本的な診療に必要な知識、技能、態度を身に
　つけ、入院、外来、救急から在宅、保健予防活動まで幅広く担える基礎能
　力を養う。
◎患者に限らず、地域住民やコメディカルと協力・共同の医療を行い、安全
　で質の高い医療を提供できる能力を身につける。
◎プライマリ・ケアから高度専門医療まで一貫した診療にあたり、他の医療
　機関と連携する中で医師が地域の中で果たす役割を学ぶ。
◎研修開始（導入期研修）は総合診療
◎「救急研修後から当直開始。回数は～4回/月ほどで希望制。
◎“学び合う”思考過程を重視したカンファレンス
◎担当医（主治医）制で、救急から入院、外来、在宅まで一人の患者さんに
　関る責任を持ち、ともにつくりあげる医療を学ぶ
◎研修医の個性に合わせたフレキシブルな研修カリキュラム
◎PICC、CVC、胸腔穿刺、動脈穿刺、挿管など基本手技の技術を培う実践型
　研修。

◎臨床医に求められる基本的臨床能力取得の
　ため、導入期には総合診療から研修を開始
　する。
◎「疾患」から出発するのではなく「訴え」
　から出発し、診断・治療を進めることを通
　し、患者を全人的にとらえる医療を習得す
　る。その過程においては、「教える」では
　なく「思考過程」を明らかにすることを重
　視したカンファレンスを開き、「学び」続
　ける力を育む研修を行う。

信州大学、富山大学、愛媛大学、杏林大学、東邦大学

当院スタッフ、信州大学、佐久総合病院、北アルプス医療センターあづみ病院、豊橋ハートセンター

●主な出身大学

●主な進路

3 2 3 11人 人 人 人
募集人数

初期研修医数 初期研修医数
指導医数(1年次) （2年次）

（令和5年4月1日現在）

　当院の一番の魅力は、面倒見の良さだと思います。
　最初の導入期では、2-10年目の先生方が付きっきりで指導
してくれる上、毎日診療部長の先生からフィードバックを頂
く時間があります。また、他の科でも、都度指導医の先生か
らフィードバックがきちんと受けられる環境が整っています。
　当院は、中規模の病院ゆえ、他科との垣根が低く、研修医
であろうといつでも気軽に相談できます。研修医の数も限ら
れているからこそ、どの先生も優しく丁寧に指導して下さい
ます。さらに、一人一人への気遣いやフォロー体制も充実し
ていて、とても良い研修環境だと私は思います。是非一度、
気軽に見学にいらして下さい。

医師として、大きく成長できる環境

東邦大学 卒

中村　甫

初期研修医

（１年次）

院長名 佐野　達夫

　当院の前身である「松本診療所」は、地域住民の発意に

より、1974年に設立。以来、地域に密着しながら医療活動

を展開し、1981年に松本協立病院として、医療機能をより

拡充させた形で再始動した。

　当初は、内科、小児科、理学療法科、神経内科の4科で

スタートし、その後、地域の人々のニーズと医療状況を見

据えて、段階的に診療科目を増やしながら、施設の増改築

や医療設備の充実を図り、患者の受け入れ体制を整備して

きた。

　現在は、松本市近郊の1次・2次医療から、3次医療の一

部を担い、地域の医療・福祉のネットワークが有効に機能

することに注力している。

　今後も、近隣の医療機関との連携をさらに緊密にしてい

くとともに、当院に在籍する医師の専門性を高め、よりい

っそう地域からの信頼を得られるよう努力していく。

　2018年5月、リニューアルオープンを果たした。

地域のニーズに応える医療機関
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（常勤/令和５年4月1日現在） (一般132床・地域包括ケア病床59床・HCU8床) （令和４年度/1日平均） （令和４年度/1日平均）

（令和４年度/1日平均） （令和４年度/1日平均） （令和４年度/1日平均） （令和４年度/1日平均）

医師数 病床数 外来患者数 入院患者数

救急車搬送患者数 救急外来患者数 手術件数 心肺停止状態搬送患者数

病院データ

病院概要

診療項目

先輩研修医のメッセージ

研修概要

研修プログラムの方針 研修プログラムの目的と特徴

専門研修について

募集要項 応募連絡先

▼ 研修プログラムの一例

松本協立病院 www.chushin-miniren.gr.jp ▶

長野中央病院、健和会病院、松本市立病

院、城西病院、信州大学医学部附属病院

諏訪共立病院、一之瀬脳神経外科病院、

塩尻協立病院、上伊那生協病院飯田中央

診療所

協力型病院

協力施設

内　科 小児科 皮膚科 精神科

外　科 整形外科 産婦人科 眼　科

耳鼻咽喉科 泌尿器科 脳神経外科 放射線科

麻酔科 病　理 臨床検査 救急科

形成外科 リハビリテーション科 総合診療科


